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2.3.1 Ruby on Rails

















































































































 マウス操作を中心とした webサービス開発 (簡単な動作で)







































































































図 4.9: 選択パネルの影 図 4.10: パネルの削除
すでに配置されたパネルを右クリックするとポップアップメニューが表示されるが，そ



























































































































<input type="text" name="項目名" value=""/>
[?項目名?20?]
<input type="text" name="項目名" size="20" value=""/>
[?項目名?80?5]

















この節では，ページの作成例を紹介する．作成例 (図 4.24)は，4.3.3節で作成した \3つ
の引数の平均値を出力するプログラム"の計算結果を表示するページとして設計した．[％ a
％]にプログラムの計算結果が置換される．
図 4.24に示すページを組み込み，図 4.19のプログラムを変更した \3つの引数の平均値
を出力するプログラム"を図 4.25に示す．ページのプログラム内への組み込みについては，
4.6節で説明する．
作成したプログラムとページの実行結果を図 4.26に示す．ページ内のテキスト中の [％ a































































































































図 4.34をMYubaのページエディタ記述したものが図 4.32，図 4.35を記述したものが
図 4.33である．
図 4.32: 遷移前ページ 図 4.33: 遷移後ページ




















図 4.37: ドル入力ページ 図 4.38: 円表示ページ
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おみくじアプリは \初期入力なしの 1ページ 1プログラム・アプリケーション"に属する．






























図 5.5: 初期設定画面 2
結果表示ページの説明画面
次に，図 5.6の画面が表示される．
































 初期入力なしの 1ページ 1プログラム・アプリケーション






5.6.1 初期入力なしの 1ページ 1プログラム・アプリケーション











5.6.2 初期入力ありの 2ページ 1プログラム・アプリケーション
図 5.10: 関係図：初期入力なしの 2ページ 1プログラム・アプリケーション





















































































6.2.1 Ruby on Railsでの構築


















事前準備として Instant Railsをインストールする．Instant Railsには，Ruby on Rails
を利用した webアプリケーションの実行に必要なソフトウェアがすべて含まれている．

























































































































6.3.2 Ruby on Ralisと本研究





















MYubaにおける本研究による開発は，Ruby on Railsによる開発よりも \プログラミング
以外の作業量"，\わかりやすさ"の点で優れていると考えられる．
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